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クーロン相互作用と分子自由度が生み出す新たな展開

早稲田大学 西早稲田キャンパス（副都心線・西早稲田駅）
55号館N棟1階 第二会議室

「分子性導体の理論的研究の現在と未来」
妹尾 仁嗣(理化学研究所)

趣旨

早稲田大学高等研究所
Top Runner’s Lecture Collection of Science

「分子性導体における電荷秩序、ディラックフェルミオン、
および光誘起現象について」
田中 康寛(中央大学)

「強相関電子系の大規模数値シミュレーション：
フラストレーション系とダイナミクス」
白川 知功(理化学研究所)

低分子結晶を構成要素とする分子性導体は、物性物理学の重要な研究舞台の一つ
として精力的に研究されている。近年、クーロン相互作用と分子の持つ多様な自由度
から生み出される新奇現象が数多く報告され、新たな展開を迎えている。本講演会では
理論研究の最前線に携わる三人の研究者を招き、分子性導体研究の概括から個別の
トピックまで幅広い内容の講演をしていただく。

※参加費無料、事前申込不要

日時：2018年12月11日（火）14:00～17:30 
場所：早稲田大学 西早稲田キャンパス 61号館 4階 409教室
※参加費無料、事前の申し込み不要、どなたでもご自由に直接会場にお越しください。 
※講演終了後、懇親会がございます。ご自由にお参加ください。

　　　主催：早稲田大学 高等研究所 
　　世話人：木村蘭平 
問い合わせ：rampei@aoni.waseda.jp 

原始ブラックホールと宇宙論 
（Primordial black holes and cosmology）

原始ブラックホールは、宇宙が誕生してから１秒にも満たない時期に大きな密
度の揺らぎを持った領域が重力崩壊を起こすことで作られるブラックホールで
す。2015年9月にレーザー干渉計重力波検出器LIGOによるブラックホール合体
を初めて検出したことにより、我々人類は重力波という新たな観測手段を得ま
した。これにより原始ブラックホールに関する研究が今後加速していくと予想
されます。本講演会では、この原始ブラックホールに関する最先端の研究を、
２名の講演者に紹介して頂きます。

「原始ブラックホールの生成とインフレーション宇宙」 
郡和範（高エネルギー加速器研究機構　准教授） 

「原始ブラックホールと重力波」 
須山輝明（東京工業大学　准教授）

ホームページ Website

※講演は状況により、言語が英語となることがあります。


